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要であろう。
（2）  「シングル」「ダブル」「ツイン」のカタカナの表現はホテルの部屋のタイプを示しており，
「シングル」は 1人部屋で「ダブル」「ツイン」は 2人部屋である。「ダブル」は 2人用のベッ













































［職業］ 学生 8名，教師 4名，研修生 2名，会社員 1名，パート・アルバイト 2名，主婦 2名，
無職 1名
［母語］ 英語 8名，スペイン語 3名，フィリピノ語 2名，フランス語 2名，モンゴル語 2名，ラ
オス語 1名，マダガスカル語 1名，ドイツ語 1名，
［ひらがな］ほとんど読める 16名，だいたい読める 4名
［カタカナ］ ほとんど読める 12名，だいたい読める 2名，あまり読めない 4名，ほとんど読めな
い 2名











































（6）○    店舗が発行しているスタンプカードのシステムを知っており，その知識を利用して，
「300円につきスタンプ 1個押印」などの説明部分が読める。「～につき」「押印」がわ
からなくても「300円」「1個」だけから情報が正確に読みとれる。
（7）○    スーパーのちらしの「お 1人様 1点限り」の「1人」しかわからないが，購入数に制
限がある販売方法を知っており，1人 1つしか買えないと推測できる。
     「先着 1000点限り」について「先着」も「限り」もわからないが，限られた個数を売
り尽くしたらセールが終わるという売り方が母国にもあるので，それをもとに正しく
「先着 1000点限り」の意味を推測できる。
（8）○    プレゼント情報「特製携帯ストラップをもれなくプレゼント！」について，プレゼン
トがもらえる人数に限りがある場合はそれを示す数字が書かれているはずで，数字が
書かれていないことから応募者全員にもらえるのだと推測できる。


































































































（32）●  料理のレシピ中の「水を少量（大さじ約 1杯）加えてください」について，「『を』の
後ろは動詞が来る」と考え「少量」を動詞と考えた。
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（35）○  食品のパッケージの「100 g当り」の「当り」がわかり，そのうしろには 100 gの値段
が書かれていることがわかる。
（36）○  食品のパッケージの「各 90 g」の「各」がわかり，商品それぞれの量が 90 gであるこ
とがわかる。























（43）●  「先着」がわからないので，スーパーのちらしに書かれた「先着 1000点限り」がわか
らない。
（44）●  「点」が商品の個数を示す助数詞だと知らず「点＝ポイント」だと考え，「先着 1000
点限り」はその商品を買えばポイントカードに特別に 1000ポイントが付加されると
誤解する。また，「お 1人様 2点限り」はその商品を買うとポイントが 2倍になると
誤推測する。
（45）●  スーパーのちらしの「お 1人様 1点限り」を「1つ買ったら 1つもらえる」のように
推測する。



















































































『基本漢字 500 BASIC KANJI BOOK VOL. 1』（加納他 2005）のシリーズでは，「各」「限」ともに『漢
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た表現「お 1人様 1点限り」や「9/24限り」の意味やその構造の解説の中で，「限り」の意味や
用法を学べるようにする。
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Analysis of Non-Kanji Culture Japanese Elementary Proficiency Learners’ 
Reading Process to Create Teaching Materials for Beginners Fostering 
Reading Comprehension
KUWABARA Yoko
University of Fukui / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
This study investigates Japanese learners with elementary proficiency and a limited ability to read 
Japanese and to extract necessary information from a variety of authentic materials written in 
Japanese along with the comprehension difficulties that arise while reading. The native languages 
of the twenty participants are not written in Kanji. The results showed that the following are 
necessary to achieve mastery in reading Japanese.
(i)  The organization of background knowledge for each of the authentic materials from the 
learners’ perspectives.
(ii)  The clarification of the differences between a typical layout of Japanese materials and that 
of learners’ native languages, what contents are written in which parts, and which part is the 
most important. 
(iii)  The presentation of information about characteristic Japanese expressions in each of the 
materials.
(iv)  The selection of important Kanji, words, and phrases that are useful clues for reading and 
arrangement of the minimum information on the clues relevant to the contexts in which these 
are used.
Key words:  reading comprehension, elementary proficiency learner, learner from non-Kanji  
cultures, authentic materials
